
1. はじめに

　現代社会において、少子高齢化に伴う人口減少

により働き手の不足が深刻化している。そこで本

研究は、香りに着目して知的生産性の向上及び学

習空間における香りの導入可能性を探ることを目

的とする。本報では、前報
1)
のローズマリーに加

えレモンとペパーミントの香りによる影響につい

て報告する。

2. 実験方法

　実験は、非喫煙者で嗅覚テストに合格した本学

学生 91 名をパネルとして採用した。また、香り

は既往研究より、嗜好度の異なるローズマリー、

レモン、ペパーミントの精油を用いた。比較のた

めに水噴霧を行う香り無し条件においても実験を

行った。各噴霧条件と参加人数を Table1 に示す。

2.1 学習効率テスト

　本実験では、学習効率を想定して、既往研究 2)

を参考に 2 種類の課題を用いた。読書課題では、

20 分間の読了文字数と内容に関する理解度テス

トを行った。単語暗記課題では、学習経験のほと

んどないとされるエスペラント語を 20 分間で暗

記し、和訳の書き取りテストを行った。

　また、初回テストの約 3 週間後に同内容のテス

トを行い、暗記保持について調査した。実験タイ

ムスケジュールを Fig.1 に示す。

2.2 主観評価

　香りの主観評価項目として、臭気強度、快・不

快度、受容度、印象、香り環境の印象、空間に対

する印象を採用し、各実験の実験室入室直後と作

業後の 2 回それぞれ尋ねた。

気中噴霧アロマ精油による香りが学習効率と印象評価に及ぼす影響

(その 2) 各種アロマ精油の香りが学習効率に与える影響
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Table1 Number of Panels and Intervals of Two Experiments

Fig.1 Time Schedule of Two Experiments
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3. 結果・考察

3.1 主観評価結果

　初回テスト及び再テストにおける入室直後の主

観評価結果をFig.2に示す。嗜好度はローズマリー

とレモンで有意に高かった一方で、受容度は香り

無しに比べて受け入れられにくい結果となった。

臭気強度の経時変化を Fig.3 に示す。入室直後か

ら徐々に臭気強度が下がっており、パネルが香り

に順応していることがわかった。

　各噴霧条件における非容認率を Fig.4 に示す。

どの条件も香り環境そのものに対する非容認率よ

りも学習空間を想定した際の非容認率が高く、時

間経過とともに下がっていく傾向がみられた。

　初回テストと再テストにおける香りの印象評価

の結果を Fig.5 に示す。香り無しとの比較で有意

差がみられる項目があり、それらの項目が香りの

特徴を表していると推測される。

3.2 学習効率テスト結果

　初回テストと再テストの読了文字数、内容理解

度テスト及び単語テストの正答率を Fig.6 ～ 8 に

示す。ここで、個人の能力による影響を考慮する

ために、基準テストを行い、その結果を用いて補

正した。また、再テストは基準テストにより補正

できないため、未補正の成績を用いて比較する。

 ペパーミントでは読了文字数の平均が多く、内

容理解度テストの正答率が香り無し条件と同程度

だった。香り無し条件に比べて、同程度の理解度

で多く読めた可能性が考えられる。単語テストの

平均値は香りのある方が高かった。

　暗記保持率を Fig.9 に示す。内容理解度テスト

では香り無し条件が高かった。単語テストではレ

モンが高かったが有意差は見られなかった。　

4. おわりに

　本報では、学習空間における香りが心理評価及

び学習効率に及ぼす影響について検討を行った。

今後の展望として、香りの噴霧方法や臭気強度の

違いによる影響について検討を行う予定である。

Fig.2 Intensity, Pleasantness, Preference, Acceptability

Fig.3 Time Variation of Odor Intensity

Fig.4 Percentage of Dissatisfied

Fig.5 Impression of Odor

Fig.6 Reading Task

Fig.8 Word Memory Test
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Fig.9 Memory Retention Rate

Fig.7 Conprehension Test


